
【指導案検討（篠原西小　岡先生） 】

　相模の大凧まつりについて、児童の実態や取り上げ
る材の特徴や今後の見通しについて検討した。
　体験を大切にした単元構成が提案され、新聞紙で実
物大の大凧をつくる体験や、実際に職人の方にご来校
いただいて凧づくりを体験する活動が計画されている。
本時で児童が話合いを通して伝統を受け継ぐことの意
義や保存会の方々の葛藤にふれることを目標にしてい
る。
　そのためには体験活動を単元の中でどのように位置
付けるか、また本時の話合いにどのようにつながって
いくか、を明確にする必要性が確認された。
　また、本時の話合いを通して保存会の方々の葛藤を
考えるためにも、伝統を守るためにどのような努力や
取り組みがあって今に至っているかを資料としてまとめ
ていく必要性も共有された。

【指導案検討（仏向小　小沢先生） 】

　世附の百万遍編念仏を扱う単元について、児童の実

態や取り上げる材の特徴やこの材を取り扱う意味につ

いて検討した。

　授業者からは、材にかかわる方々の立場を多角的に

捉え、相手意識をもって考えることや問い直す中で価値

観の捉え直しを狙っている意図が話された。

　材については、地域の離散によって一度途絶えたが、

住民の願いによって復活し、無形文化財に指定される

に至っていることが話された。

　検討の中で、教材の価値や魅力について、児童がよ

り迫るための手立ての必要性などが検討された。

【４学年部会で大切にしたいこと】
　社会、人、問い、対話のそれぞれのつながり


